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原子力安全論争の行方

ゲグ.2、 2タ

凍みクるなのサ筋la」仏

a本ゎz嘔る泰餡

熱みた夕ヽ

森  一 久

聡

――

|イイネ130魯 1代初頭,日 本がはじめて原 |チカ開発に着手したIIろ は,軍事利用の

川:1除問題と1[んで安全問題に,,いてもれ1発な議論が展開されAlが ,内容はきわ

V,・ご具体的であり,そのlilll巣 が安全絆lllliや 設
"|の

変更に反映さオしたものも少な

くなかつた。 しかしその後は,技術分野の拡大と専門イヒが進んだためか,開発

ャ進める側の内出;での検討は)IJと して,いわは,る原‐チカ発電の安全論争は, も

■ばら一般的あるいは理念的なものにとどま■,ている=そ してその大潮
`分

はぅ
1/1・ 国(ま として,′ メリカ)か らの1■ ュースや国内のスクープiill事に創1発 されたも

ψlで,発電腑 llllの情報秘麟や1安全規榊1のイ(充分さが攻攣される形となって,開

髯llHlや規制11局に)姿勢を11:す効燿はあrっ ても、Z、ずしも具体的な成氣というよ

うなものは生まれなかった。昭和155年 (1980年 )以来お1度化群れた原子ノJ発電所

設置許 tl・rに関するil種類の i公坤議会1も ,同様な状渉こといえるであろう。

|こ のような安全論議が具体的か,p実効あるものになる |ちでll,次

“

)二 1,の側

illiが重要ではないかと思われる。その‐つは上言dのことにも関係するが,安全

ギ「に関連する資料・情報の提供の問題である。最近は安全審査や運転管理a)範

‖もかなり積極的に公表されるようになったし,よ く蘭灘機密との服係ざいわ

|《)けれども,開辮当事者側と批半1す る側との間で然るべきルールが合意でき

,充分解温 「うる購議ではないかと思われる。

|ち 11‐つのもつと基本的なことは,安全論争において何がしかの共通のもの

のようなものな持でないかという聞題である. これに1'いては本文申でモ

“

)4(唆 となるような事項について述べるが、考えてみれば情報提供といい「も
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l`原子力発電の経済性と安全性

めさし」といい,開発側とこれを批半1す る
llllと の間に対話ができる雰囲気のよ

うなものが欠輿1していることに起因し
ている。その理由をさらに考えれば,原

子力という新技術の人類史的な意義
とか,エ ネルギー源として見た世界・日本

にぉけるその長期的短期的な役割箸
々について基本的なところでの相遮や誤解

が潜在している。

しかし筆者は,原子力開発は右:来産業と
ちがい単に安全・P4i_のみならず開発の

進め方あるいは社会や文イLと の関連
についても,最大限の英知と対話を結集し

合理的なアプローチのもと
に進められることが鍮も重要な

ことと考えている。

原子力閉発をめぐる論崚が従来
のような形をつづけていくならば,すでに

いく

っかの国ゃ国内の伊1に もあるよう
に,それはひたずら政治や補償金交渉

υ瑶 園

気に利用されることになつてしま
うであろう。そのことを凝慮しなが

ら,以 ド

に原子力発電の安全性に
‐7い て最近の状況を織介しながら安全論争

のあり方に

つぃて私見をのべてみたい。

1,軽水炉の安全管理の現状

現在漿界で281難 1億310()ソ」kW原子力発電所 (30%が
軽水炉)力

'運
転中で,

他に建設中および尊1画確定のも
のが376鷺 3`7億 kWあ る。鴎本でも25基 1730万

kwが運転中で,57年度ポ1半 (4月 ～ 9月 )は総発生電力
量の23%が原子力発電

で供給されている。1975年暇には「1本
の軽水炉では多くの事故や故障が発生

し,

そのたびに運転艶 l・や改造補修がつづ部,設備利rrl率が警し
く低下した (最低

l11977有tの 41.8%)。 そ41Jll要 な理由
は,簡d管の応力腐饉響lれ (SCC),蒸気発

生器縦管の減内,制御棒の支持ピンの劣イ
ヒ破機,燃料棒の曲り等であつたが,

最近で
'ま

それぞれの原因i慮及が一段落し,材料,溶機,水
賛管理の改善や骨れ

に伴う改造が行われ′,雄機な品質保証(QA)の金爾
的採闇と相まつて軽水炉技

術はほぼ定着したとい女・る (こ
れら?補修,改

造により当初建設贅に匹敵す

費用を投じた発電所もいく
つかあるが,そ れでも4_‐i油の急激な値上り

のおか

で火力の発電コストに対する経済的優
位性を保つている)。

その結果,第 1図に示したように,設備利用率
も最近一樹してアメリカや
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1,3,原子力安全論争
の

ヽ
イギ1'ス

|1蓋tlばlLi場鶴ibよ 1ヽ12賞・1ず鷲箇蒻亀l格誹:1哺数もこれ弓の国
より愉鞘 ―イい・

~´

ここ 1・～211主そオ
tも機 ドlti向に転 t〕

て

υ)改修や検■に伴
い ・時;∬1増力1した

が
1  `ル はrr.・ loAl亀 1536。 その後も潤

i蒟亨
～…■ポ

~ザ
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カ
11‐ 1

蓋ぽ鶴儀雌嚇儘祥.メ 1111勲二∴脚P群
糧様ふ畿撃鶴『

1:懲

｀

黒れも:、囃cご輛cok誌
等よ呻 成.

′ンが 総 √ i'応 って
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力霊 I犠lLttulit

I、も長lド TI彎 :1格l‖l厳
腕轟 史・レム癬 高

に爵8師 %'そ の後も減

|なたすらに安全優先に終始
してきたに1本の原子力

発鷺の安全管
1理の水準は,
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第 2図  日米の発電炉
のスクラム回数

(1炉, 1年当りlrll数
)。
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L マ■方発電の経済性
と安全性

11, 管理日欅lt3と
の比較
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第 3暉
 驚鴛獣鮮黒箪

旗出管織の状
況

資料より)

籐外国のそれと
はかなりかけはな

オ・して高いものとな
つている。 1～ 21/1D″1を

あ

げると,運転申の軽
水蜘 )炉

F7tlの ~次冷lillttσ )放射籠濃
度は'日
本では10… `

μCi/cC(1311, 2時
間後の値)以下

が普通れなつて
いるが,議外国では

この1直σ)

数十倍の値とな
■)ている。これは,日

本無の燃料棒の優
れた健全性等によ

るも

のであるが,そ こま
での旗射能の極端

な機さが'業
して安食上意味が

あるのか

とぃぅ指摘が圏降学
会で聞かれじる

こともあるようであ
るが,瀾ζ緩醐 時

のアク

セスの容易さや凝常状
態の準聾検知な

どのf憮が少なくな
い。

液体,気体の放射性
能檬物の環境麟

|も「 1様
であり,実際の

fit出量は,第 3

～鵡ハ堪お■ι「かかわらず
,逆にここ11液体,気体の放射性

随紫判
“
ノ操秘/74い●‐'~

図に示すよう
に感めて少量に管

撃され,纂数の増卸
にかかわらず'逆

にここ10

年で 1/100に減少
し,年間放熱管

理働標値徹 地境界
の旗射絹繊獅m rem/年

以
~ド

に対応)の 1/100或
いはそれ以下とな

つている。すなわ
ち,麒予力発電所

の敷地

境界での放射能
は自然放射能の

1/1000以下であ
る。(ちなみに周知

のように自



1.3 原子力安全論争の率∫方

“

倣 射能は臓本国内でも,地方に
より50%以上のちがいがある)。

ぉセ近欧米の原子力関係意
がこのような日本σ)好実績

に注目し,調査のための

111者が総ヽえ,い くつかの国際会
議が日本で開催されるよ

うになつている。

放射線の人体への影響に
ついては,学問的にまだ解明されなけれ

ばならない

1白 |があろうし1恐らく何れの学関分
野でもそうであるように,学 li・3と

して際限

なく進求が終ることはな
いであるう。しかし現実の原子

力発電所の運転は放射

1能の面では Lに述
べたように極度に低い水準

で行われているのであつ
て,係レ

|‐

“
tルの放射線の研究と現実の原子力

機畢の安
全性とを抽象的な話で,直接に関

漱tI′』II証 11当 醐 論訓ょ思
か ｀ たとが 織

脚
"ヴ

サ

|、
・どの放身機 量の翻

2価の見直しが行われており,そ
れ自体,基礎研究として大

投嘆要なことで最緋
i進めるべき研究であるが,それにより放

射線のいわゆる計

1容 1■に少々の変翼が

'J‖

えられても,現在のl■i子力鶉発の安
全性に実態的に影響

な及ぼすことは模1鷹考ス́
希オしないのである。

1全体的にいつて,原子ノJ発電所
の運転の安全性,或いは故障や微量放

射能の

鳥IIIti∴ 編義{則漱 判側軸 議
がすが がう劇ふ 醸 ぼ

悧 価と

孫dの ょうな基本的な研究成
果がは 図的かどうかは

"1と

して)混同してIII象的

燻1為∴れをためによる
とが 多に 欄々硼 副 挙

するいと卸まない洩

す.力の安全性1を高めまた確認
するための基礎的な研究や実験は

それ自体大切

i[豫長|:|[轟通すべきでぁるが,そ
れは実際の原子力発電所の安全

′性とは

,lt/て 議論あるいは説明
されるべきであつて,そ うでな

いと極端な場合「安

|■1研究の存在こそ危険憮
)証明だJ式鉛話になつて,と

てもアウンクな議論

lJl待する義とはでおないの
ではなかろうか

1寧散評価のデータが書積

,t tt Jガを電所の人事故
の可能憾 いはその緯業の評価

についても, とくに軽

にっぃて,最近多くの知見が得られ,現実
的な分析,評価が出来るよう

に

t革 :L“

｀

L亮凛:麟 のアメリた スリーマイ鵡 肝
鱗 電所C闘 の

は,想定事故時の環境
への放射能放:liについて鷺重

なデータを提供しつつ

29
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1 原子ノ′発電の経済性こ安全1■

ある。周知のように原 IF力発電所の内部には大量の放射能が内蔵されており,

批判側のある人々は「原爆何発分Jと いう風にセンセーショナルに表現される

のであるが,問題は重人事故H寺にそのうちどれ位のものが外部環境に放出され
てくるかである。現在までの安全審査では,雛大事故時には頭か応内蔵放射能
の大部分が一様に格納容器lKlに 放出されるものと仮定して,原 子炉の隔離距離
や低人間地域を定めてさた。

しかし,TMI以前においても11と してアメリカでの事故や実翻 ,結果から,
人体に有害な:。 lIな どの放出率 0ま 数千分の 1以 下であろうと専門家の1鶴 |では推

濃1さ れていた。それが
′
1｀MIの 事故により実証され,さ らにそれでもなお過大評

価になっていることがり1ら かになった。TMIでは,誦初原子炉燃料は溶融なし
と伝えられたが1 ナレビ11ょ る内部撮影で_L半分はほぼ瓦礫状に畑傷され,燃
料申の核分裂生成物は大量に遊離されていたのは明らかとなってぃる。にも力i

かわらず,帯1え ばその中で最も人体に危険度の高い1011は ,希ガスの10ノ∫分の 1

程度しか外部に放出され′ていない。

人体に影響の少ない希ガスなどは100万キュリーのオーダーで放出されてい

るのに,13:Iな どの危険な,tttσ〉放出が極端に少ない理由は,すでに推測されて

いたように, このような元素は同時にイL学的に反応性の高い尤素であるため,|
lAJ剤

`の

構造物や水や通路等に大量は附若してしまうこと, とくに1僣 IIの場合な

l llじ核分裂豊戒物で多量に存冶:す るセ :シ ウノ、とイヒ合 l´ て沃イヒセシツノ、になり,

これは炉中の温水や水蒸気に容易にとけこんでしまうからである。「Jロ ンプズ

の卵」のような舗で,化学的に不溝性な,すなわち人間に影響の少ない元索は

外部に出やすいが,イL学的に活性で人間にも危険な元索は,途中でつかまって
‐

しまってごく少轍しかは|て こなかったということでぁる。

原子力発電所の大事故のリスクは,そ C)生起の確率ヵと危険度 Q(放出放射

能量に比例)の積ヵXQで表ゎされる。ルについてもすでに世界で2000炉 X年以
上(軽水炉)と いう原 f・炉の運転経験,さ らに部品の大部分が共通の火力光電

等の経験デーータもあって軽水炉に関しては,かなりの精度で確率を推定できる

し,0の備も従来の評価は過大であり,ま た上記のような放出過程の解明で
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ヾ

、
冬
　
ヽ

ｒ
ｌ
日
Ｉ
Ｉ
Ｉ
‥
―
―
‥
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
ト
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

13,原 子力■全論■卜υ)行ノ,

11由 サイで慢産の開発が由∫能になっている.

||′ Iの ような｀「 常時あるいは事故時の安全評価等にr,い ては, もし両者が論

|イ
|は つきりさせて冷静に話し合えるな弔,科学的に討論で春るはずでぁろう。

キ
ル1現実は,ア メリカなどでもそうでないようでぁ1,・ご,原 子力規制委員会

INRC)が原子力発電の安全卜1標 (safety gく )als)案 を発表する際,原 子力開発に
1‐的な委員と否定的な委姓ぴp出で最も意見がくいらがったのlt,案の内容そ
イ.グ ,よ りむ t/ろ ,案の説明の中に原 r力発電の目標 リスクは,ヵ,予力発電の
人(.:よ り |り喜夕じがィ11人よ、ズ.る Jと いうセンセーシ 1ョ ナルな表I11を力||オ_よ とぃ

→11二 i:側の意 ,1と ,ネ 11会 ,111人 グ)従来のリスクが原 子イプリ発tto/導 入で 11(x)o分

lt´ か増ズ.な いこと|た いう説|サ 1だけで充分とする綺定側の意 )↓ とがてぃち

,J(,全 く本質的れはいメ_ないそのくいちがいが「少数意見Jと して附麟1さ
ている始木である

=

廃棄物対策の見通し

鱗〔r力発電を11本の .■ マ、ルギー源と|「 て蹴綸1か ら大 lllltに 導入する.1と に批半I

なメ、1/意見として,最 i庄膳4,tノザの廃寮物の処理処分の 1/策が徹:定 し′ていない
11に 力点がおかれるようIIな った.原 メカ発電か■出る躍棄物のうち最も取
ヽヽ″,困難なものは高レ′■ル廃鵞物 (核分製11成物と超ゥジン元素)であるが,
の≒tは きわめて少ないものでllll)万 kWの原子Jl発蹴,'1の 1年分を硼劇:酸ガ
ニυ
'膳
に日イとすれば 2m3本書壼にすぎず,そ |1放苺寸能もば,デ 10oo年で天熱のゥ

■
鉱イi程度に減衰する。1市|イヒの方法としては魔に進んだ安全1■の高いセサ l

=。

メタルや人造岩■iも 研覚されているが,現 4:技術として完成 t/す でに試

1lψ 'li記
ガラス障|イし体をステンレスのキャ黒スター中におさ

“

,る と,10年後

点で1キ ャ∴スター当り発熱量3,3kW位 でだいに1軌 nも 離して貯蔵すぶし

然冷却で地表に安全に大量保管することもでき, もし́将来「1本に充分長期

な埼t機が発見できなかったとしても,技術的には充分対応が可能という見
は 夕でに立 っているといえる。

lrli部 /フ リカのガボン国のオクロでは約2o億年前の大古に 2「lつの天然の原子
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1 原子力発電の経済性と安全性

炉が50万年にわたつて核分裂連鎮反応をつづけたことが知られている。 この地

方には70%の ウランを含む続青ウラン鉱があり,当時の天然ウラン中のウラン

235/ウ ラン238比は3.85%で ,現在の軽水lF~燃料と同程度の濃縮度だつたので,

地下水を減速材として天然の原子
lliiが lly来上ったわけである。オク爾地区の地

麗申の元素分布のデータは核分裂生成物の地層による保持と
いう観点からきわ

めて重要なもので,1975,1977年の 2度にわたつて国際原子力機関でシ
ンポジ

ウムが開催され詳細に論じられている。 この地域は原子炉のあつた地点から数

十 mの ところに断麗もあり,著漿の貫人もあつたと考えられ,る が,生成プルト

ニウムもはぼ炉の位置にとどまつて自然崩壊してしまっている。 このようなデ

ータから,た とえ地質学的に或る稚魔不安定な地層であつでも,賣岩層のよう

な吸着作用のよいところなら科学的
や機械的に丈大なキャニスターに対入し

`処分すれば,充分長期間人間攀境からの隔離が保警されることが見通され
てい

る.

これに比べると,f_i炭・石油など化石燃料から生ずる廃発物は量的にも彪大|

なものであり,その処理処分は(原子力で考えられるような厳密な意味では)見 |

通しはないといえるであろう。競として彪大なもので100万 kWの■i炭火力で|

年間360tの 302,そ の20倍の C02,大灘の粉饉 (脅の中には各種の発艤物質
もあ

る)と いう廃驚物がでるJ米議会の技術評価局の1979年報告でも,全ア
メリカで

石炭使用による年間死亡者はほぽ 4万8000人に達しているはずと
のべている.|

これ毎の廃棗物を捕篠して,人間環境から隔離す為こと
171大変困難で,その上

このようなイヒ学的有轟物質は,ア メリカのラプ・カナル公害事件のデ
ータ分暫

の結果で明らかにされているように,上壌等では吸鸞されはくく,人間環境
1干

容易に拡散してしまうやつかいな性質を持つている (サ プ・カナルでの
・1饉留

質の上壌 。地下水中の挙動の詳細な分析は,1979・
‐1982の議ユー顧―ク州1

局のいくつかの出版物にくわしい).さ らに CO念 となると,こ
Itを捕集して処警

処分することは事実上不可能といつ
・てよいが,19世紀以来人類がイ膵 燃料を木

量に燃やしつづけたため,すでに大気中の C02濃度は15%程度上昇し,そ
の準

室効果によりとくに極地の気温上昇が著しく,それに伴う海水面の_L昇
が現審
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li F手 ●ま全動争の行方

″,1,の となつてきている(こ の海面の上昇・,重唾藤翠
√き、
「
融年二千こうと考え

1,メ t,過去100年に約10mの上昇が観理さrして
1‐ こ.贅1に工=菱 」雲 _15及 び

IMar.,26号 ,1982)。 この点だけからでも,原子t発電
二郵 1.■・だ

=嗜
海 ,■ 更

1141お さえることは,地球の将来にとつても極
めて有意義で.==■‐考|■ .

濯t解されないために附け加えておきた
いことは,奎者 iま打も二こで雇員等[

用の危険を強調し,そのモラトリアムを提案し
ているわけで1ま な。・。 また在

11ネ ルギーの安全性が低いか嘔原子力の安全
:性
:も 低くしていい, と言つて ′ヽ

薔のでもない.准i炭はすでに人類の産業
。文イヒは1大 きな寄与をしており,以上

υD lよ うなリスクはその利用によるメリットと(原子
力の場合と同様の厳しさで)

較考餓 t′ て結論を出すべきものであろう。
ただ少なくとも廃囃物対策に関す

薔かざり,原 :ルカの方が石炭等のイヒ石
エネルギーのそれより技術データも見通

もはっきりし,て いるということをこ
こでは述べた鈴である。

共通の標準が必要

以上のべた原子力発電の平常運転時の安全性,事故の評価,ま
た廃棄物の安

な処理処分の1離性について論議するとき,多 くの場合互
いに共通の物差し

もたないで,問題点の指摘と釈llllの議綸が変静れて
いる。 しかしこれら安全

或いはリスクを論議するときは,基本的に在来
エネルギー′

'そ

れとの対比を

にぉぃて議1命しなけオt.ぱ意味をなさないと思われる。原
:F力発電の安全性

iⅢ llさ せ, リスクを
/JJ率的に低減するた

y,の研究や努力は,それ自体つづけ

べきことは当然であるが,多 くの場合原子力発電を大幅
は社会に導入してい

かヽどうかという議論に際して,安全性研究の問題点のみ
があげつ｀われて議

や説明が混乱されてきたきらいもある。

今後もエネルギ
‐報 給曲体を従来のベースでどんどん増加

すべきか(あ るい

必要か)ど うかについては,私自身も懐疑的
であるが,いずれにしても人間社

:ま
‐定量のエネルギーは必要であり,間艤は,そ の

エネルギーを何によつて

給するのが長期的 と々最もリスクが少なく合理的
‐
さあるのか,将来人類の華欄

こつながるのか, ということにある。
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げ向す「笏〓ｒ・ 1.原子力発電の経済性と安全性

石炭,石油をはじめとする在
来エネルギーは,原子力

のような厳密な安全性 ‐

の議論の洗キしをあまり受
けないで現在まで和1用

されてきた。SOズや NOxや 炭
水

化物の難境安全や成筑等
の事故対策なども現状

の改善にあけくれて
いるだけで

あり,こ れら物質の難性
の科学的気1見

・T嘩斜故のシーケンス(た
とえば炭坑のメタ

ン突出のしくみ)の解明
など,放射線や原子炉の

それに比べれば極めて貧弱
とい

われる`最近 |こ な
つてベンツピンンなど多

くの炭水化物や重金属
に発癌性や遺

伝変異性があることが明
らかになつた程度であり,こ

れら化学変晏原でその議

性の定量化が進んで
枠るのは,ベ ンツピレン位のも

のであるが,そ のベンツ
ピ

レンだけについてみても,放射
線当饉で表わすと都市部

では200mr/年位になつ

ている場所はめずらしく
ないといわれる。

まl鮮 見真亀liI某桑地表近くは存
在していて主要な自然醐

源である

.一 一―  ヽ オ 崚 ′ ,"■ ‐ 1状 黛

ウラン崚 機喜藁恵
二i議麒 癬 鶏囃 性砕大きい を

融 して鷹 F炉酬 や

― …
‐ 0・

' IjFi lれ
■
l■

[i″姦my主 と:為 米 生餞
峨 換しているわば あ

るから,原千カ

… ●,,レ ヽ高H L''I″ riキ か ふな

擁ul轟 藉 )i」海 部鋤 球に新た
に齢輔維能翻 えるれと

にはなおな

^“
“
=麟 ― _t口 ‖襲 肇1選 I,蠍 麻 :|

lII「l募署税農九は1基で年間数
tのウランを開放系で人間

環境に撒布し

てぃることにも注職する必要
があろう。

原爆の登I「4は ,人類に戦争
というものの本質をえぐり出

し、そして結果的
に

大戦争の防止に
一定の役割を果して

いる。 このように原子力平和ホ1用の安
全性

論争もまた,鸞癬猾踊題
というものの本電を我

々に知らせ,真にクリーンな社会

への道を開くことになる
かもしれない,

付 織

討論会が行われて
から今鴨まで'二

つの大きな出来事があつ
た。
~つ はい
?

までもなく1986年の費
_L最大の事故,ソ連チエ

ルノブイリ原子力発電所
の暴
率

事故と,原子力発電規模
が世界の総発電量の 1/6を

占めるまでに増大
したこと

である。

(1)原子力発電の増大

34
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13.原 子力安全論争の行方

lit界の原子力発電所は現在約 2億8000万 kW,その83%は 西欧。日本で主流を

出y,イ,軽水炉であるが,その生産エネルギーは石油にすると4億 kノ 相当,世界

:1)イ i滞嘴 易量の 1/3強に相喘する (各 LSlの発電量全体に占める原子力の割合は

い順に
'ラ
ンス70%,ベルギー67%,ス ウェーデン50%,韓国44%……。日

は25%で 11位,1986年 )。 このような原子力発電の増大は,近年の石油需給の

利|や価格低落の大きな要因となるとともに,化石燃料の燃焼による環境悪化

軽減に一定の役割を果ヒノている。フ,ン ス政府の発表によると,同国では

,紹 )・・86年の間に全発電量が40%お、えたのに,大気中へのS02放出総量は50%

■,た (そのうち30%分は原子力発電の導入によるもの, と発表されている)。

人気申の炭酸ガス濃度の L昇による地球の気温 L林 ,いわゆる温室効果はそ

経年変化を把えることは,種々の要因やパイアスをスクリ・・―ンしなければな

ないた裁)中々困難とされてきたが, ここ数年この方面の研究が蓄積され,化

瞥料が本格的に使
jllさ れはじめた19世紀中葉から今日まで,地球の平均気温

1・C弱 (極地ではその数情)_L昇し力とみるのがほぼ定説となっている (こ

画の導Fl家の間で最も体系的な論文とされているものは,P,D.Jones et

狂|`010bal電 e`m“raturξ  VaHation between 1861 and 1984",Nature,July

である),

旅崚ガスの発生を伴わない原子力の。ような上ネルギーの役割は,将来の地球

機の破壊を防ぐLできわめて鸞要といわねばならない。

12)チ ェルノプイリ事故について
||

|この―ll故のlAI容は別稿に論じられている通りであるが,原子力発電所を極端

稗懸に扱‐,た ときの影勢をみせt,けたという驚味で,原子力関係者も大きな

|ツ クを受けている。 し/1・ しこのRBMKと略称される黒鉛減遮軽水チャン
|ン型大量斃饉炉は軽水炉と場がい。炉心部の温度 L丼が核分裂連鑽反応を昂

挙‐する,いわゆるプラスの温度係数をもや炉であり,その度合が低出力時に

1く に警しい上に,こ の運転のむつかしいll iで冒険的といってよい実験を行

11:しかも不充分な知識の人員だけで強行したという異常な実態が明るみに

て,世界の原子力関係者は,当惑をかくし′切Itないでいる.

~1攀
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1 原予ヵ発電の経済性と安全性

ソ連側の発表した事故経緯
は,論理的には一貫性をも

つものである。しかし,

当初事故原因が暮ら運転難
の講操作にあるように

いわれていたが,運転申のも

のには改造が力1え られ,ま
たかつてRBMKの開発,設計の責任者だ

つた人の辞

職が目立つ。発電炉計lliの
中でこの RBMK型を漸次縮小し軽水炉

(PWR)に全

面移行する方向も甲希かにな
りつつある(現在運転中のもの

では,RBMK型 と

PWR型 とがほぼ半 )々。

原子力のような革新的
な巨大技術は,そ れが聞鎖的

な体制の中で開発利用さ

れる場合,安全とくに環職 公衆
への安全にかかわる面で基本

的な見落し域い |

は独書に陥るおそれがあ
る。この事故はその典型

を見る思いがする。軽水
ltl iに

つぃて自由諸国で大きな経験
の蓄積と交流が盪ねられ

ているとはいえ,安全性

について出来るだけ多くの人
が参 l」 llし て論議することの大切

さを更めて感ず

る。

この事故は棋た軍畢 との関
連でも警鑢を鳴 らし

ている.周 気1の ように

RBMK炉は発電と同時に寧用プルト
ニウムや二重水素を生産する

いわゆる|■

_  _ヽ ` ●ヽヽ  _●●ヽ か ' 
■ l=

"絣

丁 Lλ lと がこ師 申 性,管麟
法や運囀鉗大況にげ み癬

●   `  ,‐ 4・ ノ 1ヽ 量

ぇFY見よ黒漁蔦il不副Jlだつた~つの要圏とみられる。チエルノ
ブイリl事

´■| ● ‐  L ●l、 囃 i´ 鳳

故後i米機で
1類

似
∫ξ
[境

《壌も「鶴量為LI‡為鶏鵞llttlill驚憮
|

lキlll:|lll嘗政機糖漁鳳
「壼戦雛熟「盪暑影LTItil襲轟轟撫

√底蓬襟塩1話晶豪はぃぅまでもなくヽ運転,諫等々…す
べてがし

__一 農 a 鬱 1,幾 ど

くみ」を含むわけであるふ,米
国のTMI事故も今回のソ連の事故

も,実に多く

、一 ,二 ●●′‐国 1 フri、 ニ

λl『鯰 冨農 lろれ く冽 や 醐 制
への通信が作用して叱

― 一  ヽ ‐‐ ,。・   憫 機

餞本の関係者も,二猿嵐らの体籠
1や取組み方を常に反省 '改

善しながら,現権

の高い安全実績を維陸 発晨
させなければならない。
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1.3_原
二千力安全論∬やめ(げ
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